
平成２６年度３月補正予算のポイント 

高松市  

中 央 商 店 街  

屋 島  

高 松 城 跡 （ 玉 藻 公 園 ）  



１．26年度3月補正予算の特色（一般会計） 
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（１）国の「地方への好循環拡大に向けた緊急経済対策」に沿った補正予算に 
    伴う、地域活性化・地域住民生活等緊急支援交付金事業費等の措置・ 
    補正（約9.0億円） 
              ①地域活性化・地域住民生活等緊急支援交付金事業 約8.7億円 

              ②その他国の補正予算事業 約0.3億円          

（３）決算見込みなどに対応した増・減額補正（△約7.8億円）  

（４）繰越明許費の措置（全107事業：約81.8億円） 

（２）施設整備基金及び福祉の充実と教育力向上のための臨時基金の積み増 
   し（20.0億円） 
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２．3月補正の規模  ※以下、四捨五入の関係上、各表間の計数、増減率が合わない場合がある。 

区分 補正前 補正額 補正後 当初予算比 

一般会計（A） 156,243 2,116 158,359 3.8 

特別会計（B） 103,410 1,516 104,927 1.5 

企業
会計 
（C） 

病院事業 12,849 △38 12,811 △0.9 

水道事業 15,086 139 15,225 1.0 

下水道事業 22,664 △830 21,834 △3.8 

全会計（A+B+C） 310,253 2,903 313,156 2.1 

（百万円・％） 

一般会計補正額は、国の「地方への好循環拡大に向けた緊急経済対策」に沿っ
た補正予算に伴う事業費の増や、将来に備えた基金の積み立てなどにより、約
21.2億円の増額補正 



 地方における安定した雇用の創出や、新しいひとの流れをつくる
など、地方の自立に向けた取り組みを行うため、５か年（27～
31年度）の施策目標・施策として「地方版総合戦略」を策定し
ます。 

まち・ひと・しごと創生総合戦略策定費 

補正額 10,000千円 

まち・ひと・しごと創生総合戦略策定に関する調査等業務委託 

  
大島振興方策推進事業費 

補正額 3,000千円 

  
 大島への安定的に利用できる航路を維持するとともに、適正な
航路や航路運営の将来展望等を検討するため、調査を実施しま
す。 

 大島航路の在り方調査業務委託 

   ・航路の現状把握、運行形態の抽出 

   ・近傍航路を運航する航路事業者への調査など 

３．補正の主な内容 
（１）①国の地域活性化・地域住民生活等緊急支援交付金事業（約8.7億円） 

交付金事業 交付金事業 
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屋島活性化情報発信力強化事業費 

 屋島に関する最新の話題等を、より分かりやすく発信するため、
屋島関係情報ポータルサイト「屋島ナビ」に新たなシステム等を
構築します。  

補正額 1,291千円 

 スマートフォン対応構築業務委託 

 イベントカレンダーシステム構築業務委託 

 屋島ビューポイント表示機能構築業務委託 

  

 

都市交通問題対策事業費 

 公共交通の再編に向けた考え方を、市民に広く周知するため、
啓発用DVDを作成します。 

補正額 2,000千円 交付金事業 交付金事業 

 公共交通利用促進啓発用ＤＶＤ作成業務委託 
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（山田地区乗合タクシー「どんぐり号」） 



  

 

子育て支援周知啓発事業費 

補正額 14,000千円 

 本市の子育て支援事業を広く周知するとともに、若い世代に結
婚から子育てに至る意識啓発や正しい知識を提供をします。 

シンポジウム 
開催等 

子育てを通じて得られる楽しさや喜び、充実感といった 
プラス面についての意識啓発 

情報誌・ＨＰ 

若い世代へ結婚、妊娠、出産、子育てに関する正しい 
知識の提供 

市外、県外の人へ、本市の子育て支援施策の情報提供 

交付金事業 

「子育てするなら高松市」周知啓発事業 

  

 

企業誘致推進費 

 企業誘致優遇制度の対象となる企業に対して、企業誘致助
成金を交付します。 

補正額 133,157千円 

・工場（物の製造又は加工の用に供する施設）   ５件 

・知的創造サービス業 
（専門知識又は技術を提供する業種）         ２件 

交付金事業 

・ 

・ 
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【平成27年度上半期申請予定企業 7件】 



  

 

プレミアム付き商品券事業費 

補正額 620,432千円 

 国の地域活性化・地域住民生活等緊急支援交付金事業と
して、地域消費喚起策を講じるため、プレミアム付き商品券事
業を実施します。 

名称      高松プレミアム商品券（仮称） 

販売価格   １冊１万円 

販売方法   予約販売（往復はがき等による応募抽選） 

購入者    限定しない 

発行内容（プレミアム率、発行冊数） 
・高松市が指定する商店街の参加店舗…25％、11万冊 
・高松市内全域の参加店舗…20％、10万冊 

交付金事業 

  

 
補正額 7,269千円 

観光客誘致宣伝事業費 

 観光宣伝活動や観光案内の充実を図るため、誘客用及び着
地型パンフレットを製作します。 

誘客用観光パンフレット 
（日本語・英語・韓国語・中国語(繁体・簡体)・フランス語版） 

着地型観光パンフレット 
（日本語・英語・韓国語・中国語(繁体・簡体)・フランス語版） 

交付金事業 
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補正額 11,369千円 

国内誘客促進事業費 

 高松市の知名度を高め、来訪者の増加を図るため、航空会
社との連携したキャンペーンやサービスエリアにおける誘致活動を
実施します。 

 航空会社連携キャンペーン（那覇空港（予定）） 

 サービスエリア屋外キャンペーン 
         （西宮名塩SA ・小谷SA（予定）） 

交付金事業 

  

 
補正額 15,000千円 

 シティ・プロモーション及び観光振興につなげるため、伝統文化
と最新のアートが共存する「アート・シティ高松」のイメージを発信
するイベントを行います。 

高松城跡（玉藻公園）観光振興事業費 

デジタルアートイベント×高松の特産品 

  場所：玉藻公園披雲閣 

  期間：28年3月下旬の10日間程度 

in玉藻公園披雲閣 

デジタルアートイベント 
         ×高松の特産品 

交付金事業 
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コンパクト・エコシティ推進費 

 「多核連携型コンパクト・エコシティ」を実現するため、地図情
報システムを活用した、各種基礎数値を抽出できるようにシス
テムを改修します。 

事業費 22,011千円 

 地図情報活用による基礎数値抽出システム構築業務委託 

 基礎数値抽出システム用住記データセットアップ業務委託 

  

 

コンパクト・エコシティ推進費 

 「多核連携型コンパクト・エコシティ」を実現するため、地図情
報システムを活用した、各種基礎数値が抽出できるシステムを
構築します。 

補正額 22,011千円 

 地図情報活用による基礎数値抽出システム構築業務委託 

 基礎数値抽出システム用住記データセットアップ業務委託 

交付金事業 

  

 

都市計画事務費 

 現行の都市計画マスタープランを、第６次高松市総合計画
(仮称)に即したものにするとともに、コンパクト・エコシティの更な
る推進に向け、都市計画マスタープランの見直しを検討します。 

補正額 10,000千円 

 都市動向関連調査業務委託 

交付金事業 
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文化事業推進費 

補正額 6,861千円 

学校巡回芸術教室事業（20校程度） 

学校巡回能楽教室事業（6校程度） 

ものづくりふれあい教室事業（18校程度） 

 文化の総合的な普及と振興を図るため、高松市内の小・中学
生を対象に生の優良芸術の鑑賞・体験の機会を提供する事業
などを実施します。 

交付金事業 

  
アート・シティ高松プロモーション事業費 

補正額 10,217千円 

 「高松市文化芸術振興計画」に基づいた、文化芸術の振興
に関する総合的かつ計画的な事業を推進するための事業を実
施します。 

アーティスト・イン・レジデンス事業 

 アートを切り口とした交流促進事業の展開など 

アートディレクター推進事業 

  文化を軸にプランニングできる人材の配置 

交付金事業 
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（１）②その他国の補正予算事業（約0.3億円） 

  

 

鉄道施設安全対策事業費 

 災害発生時における緊急応急活動の機能確保や鉄道利用者
の安全確保を図るため、緊急輸送道路との交差箇所での耐震対
策事業の、事業主体である鉄道事業者へ補助を行います。 
（補助率：国１/３、県・市１/６、事業者１/３） 

補正額 10,500千円 

施設名 
交差する緊急 
輸送道路 

工事内容 

栗林第２架道橋 
（JR四国） 

県道160号線  
耐震補強工事 
橋脚柱6本 

中野町架道橋 
（JR四国） 

国道11号 
耐震補強工事 
橋脚柱2本 

  

 

 有効な初期消火及び消火活動を行うため、新たに防火水槽を
設置します。 

補正額 20,500千円 

防火水槽整備事業費 

東部下水処理場 

耐震性貯水槽 60㎥×2基（郷東町、塩江町） 

（参考）設置数 658基（平成26年度末見込み） 
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（２）基金の積み増し（20.0億円） 

  

 

施設整備基金積立金 

 今後の大型建設事業に加え、将来の老朽化市有施設の改修
などに備え、必要な資金を積み立てます。 

補正額 1,500,000千円 

  

 

福祉の充実と教育力向上のための臨時基金積立金 

 消費税率の引上げが平成29年4月に延期される見通しとなった
ことから、地方消費税交付金が満額措置されるまでの間、福祉の
充実及び教育力向上に資する事業の財源を確保するため、必要
な資金を積み立てます。 

補正額 500,000千円 

H25末 H26末見込 

5,199,063 6,702,314 

施設整備基金の残高 
単位：千円 

H25末 H26末見込 

1,000,095 1,171,346 

福祉の充実と教育力向上の
ための臨時基金の残高 単位：千円 
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（３）決算見込みなどに対応した増・減額補正（約△7.8億円） 

【歳出関係】 
 ①予定していた事業費の増・減 
   ・増額の主なもの 
     障害福祉サービス給付費 100,000千円     生活保護扶助費 51,000千円  など 
   ・減額の主なもの 
     職員退職手当 △649,049千円     美術館整備費 △142,404千円 
     街路事業費   △131,100千円     こども未来館（仮称）等整備事業費 △118,000千円 
     屋島陸上競技場整備費  △113,426千円  など 
 ②特別会計、企業会計の補正に伴う繰出金等の増 
     国民健康保険事業特別会計繰出金 407,600千円 
     下水道事業会計補助金 328,000千円  など 
 ③その他 
     過年度収入精算返還金 520,291千円  など  
【歳入関係】 
   企業の業績向上による法人市民税の増等に伴う市税の増  1,380,000千円  など 

（４）繰越明許費の措置（全107事業：約81.8億円） 
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【国の補正予算に伴うもの】 
  実施期間を確保するため、翌年度に繰り越して執行するもの   
    まち・ひと・しごと創生総合戦略策定費など16事業  計897,607千円 
【その他繰越事業】 
  関係者との協議に日時を要したことなど、諸般の事情により、翌年度に繰り越して執行するもの 
    街路事業費など91事業  計7,280,615千円 


